
 

         ＜ ぐんと伸びよ 北野っ子 ＞ 
                          北野小学校長 丹羽 郁人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

背面黒板を使って担任の思いや願いを伝える。 
～５組＆２年３組の背面黒板「たけのこ ぐん」（写真は２年３組） 

 

 

 「武鹿悦子」さんが書いた「たけのこ ぐん」という詩がある。 

この詩に描かれているたけのこは、地

表に出て伸び上がったたけのこではな

い。地中にあって、今、瞬間的に・短時間

に、まさに「ぐん」と地に伸び出てきて、

ほんのちょっぴり顔（頭）を出したばかり

のたけのこである。 

題名は、「たけのこ ぐん」であり、「た

けのこ ぐんぐん」ではない。わざと「ぐ

ん」一つだけにすることで、「たけのこが

ほんの短い時間のあいだに伸びる速度の

速さ」が伝わってくる。 

また、「土を割った」と書かれている。

単に土から出たというより、土に裂け目

を作って、伸び上がってちょっぴり頭を

出したよ、であり、「割る」という語句に

は、自らの意思、そしてエネルギーの力強

さが感じられる。 

北野の子も、この「たけのこ」のようでありたい。        

                         （２０２１・５・２１） 
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